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スターティングウィークを終えて

熊野高等学校

（231）

　昨年まで実施していた江田島宿泊研修を発展さ
せ、今年度より「スターティングウィーク」と称し
て新入生を対象に学校で集中オリエンテーショ
ンを行いました。「熊野高校のルールを理解する」
「規律ある生活習慣を身につける」「予習→授業→
復習の学習スタイルの定着を図る」が3つの大きな
目的です。まだ緊張感の解けない生徒達は校内を
移動するたびに戸惑っていましたが、集中して先
生方の説明を聴き、一生懸命にメモを取っていま
した。また、クラブ紹介など先輩達の話にも興味深
そうに耳を傾けていました。
　休憩時間は和やかに話をしているのですが、時
間になると自分たちから時計を見て集合すること
ができています。また、きちんと立ち止まってから
挨拶をする生徒がたくさんいます。今後が期待で
きます。
　入学して早くも２カ月が過ぎようとしています
が、この緊張感を忘れることなく集中して毎日の
生活を送り、充実した高校生活のスタートにして
ほしいです。
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対応マニュアル・ステッカーを送付します。
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平成 27 年度くまのセミナー事業計画
　「くまのセミナー」では、「男女共同参画
社会」をコンセプトにさまざまな講座・体験
活動などを通して、男女が対等なパートナー
シップを築ける社会を目指して活動していま
す。ぜひ一緒に楽しく活動してみませんか？

※ 年会費は1,000円です。総会時に集めさせて
いただきます。
※ 主に土・日で行いますが、日程など詳細は
その月の広報・HPでお知らせします。
　http://www.mitaya.com/contents/seminar/
※すべての行事にお子様も参加できます。

１

「総会＆石窯ピッツア」 
総会が終わった後は、畑で初夏の風物詩
バジルを収穫して、 みんなでピッツアマ
ルゲリータを焼きましょう！ 

６月28日（日）11：00～14：00
米蔵ぎゃらりー三田屋

年会費：1,000円 
材料費：一人300円 
エプロン、タオル

２

「いのちの教室」
動物を通じていのちの大切さを学びま
しょう。

８月30日（日）
講師：SPICA代表　山下育美先生

３

「熊野の地層で卵のテンペラを作ろう！」
 
11月

講師：筆の里工房　松村卓志先生

４
「男女共同参画セミナー」

12月

５

「三桝先生のワークショップ」 

３月
講師：三桝正典先生

　熊野町の子どもの育ちを熊野町のみんなで応援しようという願いのもと、
２年前から始めた幼保小中教育推進協議会も３年目を迎えて益々充実して
きました。本年度は４月 27 日（月）に熊野第四小学校を会場に第一回協
議会（授業参観・協議会・指導講話）を開くことができました。淳教幼稚
園・聖徳幼稚園・第二聖徳幼稚園・保育所ひかり学園・初神保育園・くま
のみらい保育園・くまの中央保育園の七つの園と、町内四つの小学校と二
つの中学校、更に役場民生課や健康課の方々・主任児童委員さんも参加し
てくださり、幼児期から小学校へのスムーズな環境の移行について話し合
われました。小学校に入学して一ヶ月のピカピカの一年生はどんな様子で

授業をしているのだろうと、参加したみんなは興味津々。子ども達はつい一ヶ月前まで通っていた幼稚園や
保育園の先生の顔が見えると張り切って授業に取り組んでいました。
　昨年度からの協議会での希望もあって、今回は各小学校から４月の学校便りや一年生の学年学級便り、幼
稚園や保育園からも４月の園便りや年長組（５歳児）のお便りをお互いに交
換し合いました。
　熊野町の幼児期の子ども達は七つの園でそれぞれの園がめざす子ども像に
向かって細やかな配慮のもと自立しようと頑張って来ています。それを引き
継ぐ四つの小学校も子どもの育ちをスムーズに伸ばしてやりたいと頑張って
いるのです。今回のお便り交換でその繋ぎの課題も見えてきたように感じら
れました。グループ協議中の真剣な目と和やかな笑顔が印象的でした。
　更に、今年度から広島県の『幼保小接続カリキュラム研究開発事業』の指
定をいただき、２年間の研究計画を立てています。ちょうど、幼保小中教育推進協議会もみんなの参考にな
る実践計画の柱を作っておく必要性を感じていたところだったので、カリキュラム研究開発の指導者の広島

大学朝倉淳教授の助言をいただきながら、研究を進めていきたいと考えています。今
回の協議会にも朝倉先生が指導講話に来てくださり、参加された先生方の目は一段と
輝いていました。
　研究テーマは次のように決めました。
　『豊かな人間性や社会性など生きる力をはぐくむ幼保小中連携教育の創造』
　～「聞く・話す、あいさつ、読書」などことばやコミュニケーションにかかわる町全体の連携を通して～

や ま び こ （２１）
熊野町
教育委員会

『幼児期の学びと育ちを大切に、小学校につなぎましょう』（幼保小中教育推進協議会）


